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緒言: 有機半導体であるフタロシアニンは，置換基を導入

することにより，可溶性が発現する．ヘキシル基を導入し

たフタロシアニンでは単結晶薄膜を作製することにより

高い二色性が報告されているが[1]，高温では不可逆な結晶

–結晶転移が起こるため，デバイス応用の障害となる．一

方，図 1 の tert-butyl 基を導入したフタロシアニン

（t-BuPcH2）は可溶性を有しながら熱に対して安定である

ことが報告されている[2]．そこで本研究では，バーコート

法により t-BuPcH2 配向薄膜の作製を試み，薄膜中の分子

配向状態，光学特性および結晶構造を評価した． 
実験: 製膜溶媒にアニソールを用い図 2 に示すバーコート

法により t-BuPcH2薄膜を作製した．製膜条件は，溶液濃度

を 20 g/L，製膜速度を 33 μm/s，基板温度を 60 °C とした．

偏光顕微鏡観察，偏光吸収スペクトル測定により薄膜中の

配向状態と光学特性を評価し，X 線構造解析により面内，

面外方向の結晶性について評価した． 
結果: 図 3 に偏光顕微鏡像を示す．幅 50–500 μm のドメイ

ン内で一様配向が確認され，その消光位は製膜方向に対し

て±10°傾いていることがわかった．吸収ピーク波長 623 nm
における 2 つのドメインでの吸光度の偏向角依存性を図 4
に示す．それぞれのドメインについて，吸光度は 80°およ

び 100°で最大となることから t-BuPcH2 分子の π 共役面は

製膜方向に対して±80°傾いていることがわかった．このと

き二色比は 7.7 であった．製膜条件を最適化することによ

り，二色比は最大で 22 となり，バーコート法による製膜

で高い二色性を示すことがわかった．X 線構造解析の結果

は当日報告する． 
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Fig. 1 Molecular structure of t-BuPcH2. 

 

Fig. 2 Schematic diagram of the 
bar-coating method. 

 

Fig. 3 Polarized micrographs of t-BuPcH2 
thin film fabricated by bar-coating. 
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Fig. 4 Absorbance of t-BuPcH2 thin film 

as a function of the polarizer angle. 
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